北海道演劇財団の2015年の活動(札幌近郊演劇の現場から) by 平田 修二
北海道演劇財団の2015年の活動(札幌近郊演劇の現
場から)
著者 平田 修二
雑誌名 Probe : 舞台芸術通信
号 10
ページ 64-65
発行年 2016-02
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00002141/
　　　　　　　ݱ৔͔Β
札幌座の活動札幌座の二〇一五年の公演数は六作品。まず、 「札幌演劇シーズン二〇一五―冬」では、 『デ
イヴィッド･コパフィールド』 （ディケンズ原作、清水友陽構成演出） 、 『蟹と彼女と隣りの日本人』 （斎藤歩･作演出）の二作品を公演した。 『蟹』はこれまで韓国の演出家キム･カンボが演出してきたが、今回は作者の斎藤が書き直した上、自ら演出 韓国の俳優二人も出演した。この公演は、北海道新聞特集「日韓奔流半世紀」で三回にわたって大きく取り上げられた。
五月に長谷川孝治を客演出に迎え、書き下ろしでリー
ディング公演『36枚の声』を行った。国内外で活躍する弘前劇場の主宰者長谷川はリーディング という形態で優れた表現をしているが、それを札幌座にも取り入れようという試み。
六月には、 『ルル』 （ヴェデキント作、橋口幸絵演出）
を公演。官能的な世界を坂本祐以が好 した。「札幌演劇シーズン二〇一五―夏」では、 『ブレーメンの自由』 （ファスビンダー作、弦巻啓太演出）を 演初演と異なり、主役ゲーシェを取り巻く男優陣にベテランを配し、重厚な舞台となった。
九月には、斎藤歩の四年ぶりの新作『空知る夏の幻
想曲』を公演。炭鉱、小麦をモチーフに空知から世界に向けたメッセージを発した。
一一月の札幌劇場祭には、 『大海原で』 （ムロジェッ
ク作、 弦巻啓太演出） を公演。マイエル･イングリッド、斎藤歩の二人をドラマツルグとして配置し、この作品の現代化に当たって演出家と議論 重ね
このように、 〇一五年は、札幌演劇シーズンの三
作品、新作の三 品と創造に注がねばならず ツアー公演は休みとした。
なお、四月に、札幌座の代表作『亀、もしくは…。 』
を韓国の劇団が公演 てくれた。私も韓国に観に行った。札幌座では男優四人 公演だが、それを女優四人の芝居に変えていて興味深かった、好評で再 するようでありがたい。
また、 一一月には、 札幌座公演ではないが、 座ディ
レクターを務める弦巻啓太が主宰する弦巻楽団 『死にたいヤツら』北海道演劇財団の交流事業 一環として、韓国のソウル、テジョンで 。韓国 交流が札幌座以外にも広がりつつある。
北海道演劇財団の二〇一五年の活動
北海道演劇財団専務理事／演劇創造都市札幌プロジェクト事務局長
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シアタ ZーOOの提携公演が
T
GR札幌劇場祭大賞を受賞
シアタ ZーOOでは、札幌座の公演以外に、国内外
の一七劇団（札幌八、 東京四、 大阪二、 韓国二、 ロシア一）と企画・提携公演【Re:Z】を行った。
また、 「TG
R
 札幌劇場祭2015
 大賞」は、こ
の【Re:Z】で公演したロシアのチェーホフ劇場『素晴らしい未来』が受賞した。 「TG
R札幌劇場祭大
賞」を外国の劇団が受賞するのは二〇一四年にやはり【Re:Z】で公演 た韓国の『アイランド』に続いて二回目。
なお、 「シアター ZOO提携公演【Re:Z】
二〇一五大賞」は、今回は二〇 五年一月から二〇一六年三月に公演した作品から選ぶことになったので、現在は未定。
他の提携公演として、 「シアタ ZーOO寄席」を四
回行った。
地域文化活動各地の団体と一緒に演劇公演の企画を行い、それを
通して地域の街づくりを行う「地域文化活動」は、四劇団（富良野ＧＲＯＵＰ他）と協力して、道内外の述べ三四都市で公演を行った。特に、 富良野ＧＲＯＵＰ 「ノクターン
　
夜想曲」公演は、東日本大震災を倉本聰が
独特のまなざしで表現し、全国の観客を魅了 た。
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